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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 平成２９年４月１日から６月３０日までの３ヶ月間（以下、当第１四半期）におけるわが国経済は、政府による

経済・金融政策を背景として企業収益や設備投資が改善し、雇用環境や個人消費に持ち直しの動きがみられ、緩や

かな回復基調となりました。更に、中国を始めとするアジア新興国の経済にも回復の動きがみられ、海外の景気は

総じて緩やかに回復しております。

 また、当社グループの主要な事業拠点であります新潟港では、一般貨物・コンテナ貨物ともに取扱数量は前年同

四半期比で増加し、復調の兆しが見えつつあります。

 このような事業環境にあって当社グループは、主力である運輸部門につきまして、新潟港全体の貨物取扱数量の

復調同様、前年同四半期比で貨物取扱数量は増加しましたが、同部門の売上高は前年同四半期並みに推移しまし

た。また、ホテル事業部門につきましても、宿泊部門は堅調に推移しましたが、料理原材料費や光熱費等のコスト

負担が重荷となり、前年同四半期比で減収減益となりました。 

 これらの結果、当第１四半期の当社グループの売上高は３９億７千７百万円（前年同四半期比１.８％の減

収）、営業利益は１億１千１百万円（前年同四半期比２５．６％の減益）、経常利益は１億２千４百万円（前年同

四半期比２５．６％の減益）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は８千８百万円（前年同四半期比３３．

８％の減益）となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

（運輸部門） 

 当社運輸部門と運輸系子会社４社を合わせた同部門の当第１四半期の貨物取扱数量は、一般貨物は前年同四半期

比５．８％増加、コンテナ貨物も前年同四半期比１．４％増加と堅調に推移し、合計で１４３万４千トン（前年同

四半期比３．２％の増加）となりました。その結果、同部門の売上高は２４億４千２百万円（前年同四半期比０．

１％の増収）となりましたが、取扱数量の増加に伴い下払費等の諸経費が増加したほか、荷役設備等の更新に伴う

減価償却費が増加した結果、２百万円のセグメント損失（前年同四半期は３千１百万円の利益）となりました。 

 

（不動産部門）

 前期中に大口の土地賃貸契約が中途解約となった影響等もあり、同部門の売上高は７千８百万円（前年同四半期

比３．４％の減収）となりましたが、賃貸物件に係る修繕費等が減少した結果、セグメント利益は４千８百万円

（前年同四半期比３．２％の増益）となりました。

 

（機械販売部門）

 新潟県内の公共事業が減少している影響もあり、販売、整備ともに低調に推移しました結果、同部門の売上高は

３億１千７百万円（前年同四半期比７．０％の減収）となりましたが、販売原価の圧縮等により、１百万円のセグ

メント利益（前年同四半期は４百万円の損失）となりました。

 

（ホテル事業部門）

 株式会社ホテル新潟では、宿泊部門は堅調に推移し、婚礼を含めた宴会部門は、全体の件数は増加したものの一

件当たりの単価が伸び悩み、前年同四半期比で減収減益となりました。また、株式会社ホテル大佐渡では、団体宿

泊客数が順調に増加しましたが、料理原材料費、光熱費等が増加し、前年同四半期比で増収減益となりました。

 これらの結果、ホテル２社を合わせた同部門の売上高は、７億２千４百万円（前年同四半期比０．９％の減

収）、セグメント利益は５千３百万円（前年同四半期比１６．２％の減益）となりました。

 

（商品販売部門）

 荷役関連商品等の一般商品の販売については、堅調に推移しましたが、機械販売部門同様、新潟県内の公共工事

が減少している影響により、セメントを中心とした建設資材の販売が低調に推移しました。その結果、同部門の売

上高は３億８千４百万円（前年同四半期比２．３％の減収）、セグメント利益は６百万円（前年同四半期比２．

４％の増益）となりました。

 

（その他）

 保険代理店業、産業廃棄物の処理業、ＯＡ機器販売を合わせたその他の売上高は、７千７百万円（前年同四半期

比１１．７％の減収）、セグメント利益は２百万円（前年同四半期比５４．４％の減益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末と比べて１億８千１百万円増加し、３６２億５千

７百万円となりました。この主な要因は、投資有価証券の時価評価による増加１億５千１百万円であります。 

 負債の部は、前連結会計年度末と比べて６千６百万円増加し、２１５億２千８百万円となりました。この主な要

因は、流動負債のその他が３億３千９百万円増加した一方、賞与引当金が１億５千１百万円、有利子負債が１億４

千７百万円、それぞれ減少したこと等によるものであります。 

 純資産の部は、前連結会計年度末に比べて１億１千５百万円増加し、１４７億２千９百万円となりました。この

主な要因はその他有価証券評価差額金の増加１億５百万円であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成２９年５月１１日の決算短信で公表しました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきまして

は、見直しを行っておりません。

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は予想と異な

る可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 423,275 382,294 

受取手形及び営業未収入金 3,188,044 3,280,395 

たな卸資産 77,299 81,020 

繰延税金資産 225,816 259,704 

その他 113,957 105,785 

貸倒引当金 △6,787 △6,502 

流動資産合計 4,021,605 4,102,697 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 22,095,635 22,109,412 

減価償却累計額 △15,592,441 △15,685,595 

建物及び構築物（純額） 6,503,194 6,423,816 

機械装置及び運搬具 2,444,677 2,443,708 

減価償却累計額 △2,033,882 △2,019,537 

機械装置及び運搬具（純額） 410,794 424,170 

土地 21,408,872 21,409,012 

リース資産 590,168 613,127 

減価償却累計額 △216,712 △243,442 

リース資産（純額） 373,456 369,685 

建設仮勘定 1,843 - 

その他 1,184,021 1,186,746 

減価償却累計額 △1,051,557 △1,057,535 

その他（純額） 132,463 129,211 

有形固定資産合計 28,830,624 28,755,896 

無形固定資産    

リース資産 19,474 17,911 

その他 7,984 7,358 

無形固定資産合計 27,459 25,269 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,906,737 3,058,657 

繰延税金資産 61,585 86,846 

その他 421,131 421,349 

貸倒引当金 △195,892 △195,484 

投資その他の資産合計 3,193,562 3,371,368 

固定資産合計 32,051,645 32,152,534 

繰延資産    

社債発行費 2,915 2,551 

繰延資産合計 2,915 2,551 

資産合計 36,076,166 36,257,783 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 1,788,715 1,773,998 

短期借入金 2,650,000 2,850,000 

1年内返済予定の長期借入金 3,031,430 2,902,230 

1年内償還予定の社債 100,000 100,000 

リース債務 114,453 116,504 

未払法人税等 73,614 49,426 

賞与引当金 308,636 157,381 

その他 780,812 1,120,746 

流動負債合計 8,847,662 9,070,288 

固定負債    

社債 150,000 100,000 

長期借入金 4,651,166 4,482,675 

リース債務 285,337 278,112 

繰延税金負債 1,245,748 1,317,693 

再評価に係る繰延税金負債 4,923,255 4,923,255 

退職給付に係る負債 1,011,667 1,009,314 

資産除去債務 164,191 164,732 

その他 183,266 182,598 

固定負債合計 12,614,632 12,458,381 

負債合計 21,462,295 21,528,670 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,950,000 1,950,000 

資本剰余金 809,241 809,241 

利益剰余金 2,414,069 2,421,436 

自己株式 △6,940 △6,940 

株主資本合計 5,166,369 5,173,736 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 738,164 843,860 

土地再評価差額金 8,899,239 8,899,239 

退職給付に係る調整累計額 △189,901 △187,722 

その他の包括利益累計額合計 9,447,501 9,555,377 

純資産合計 14,613,871 14,729,113 

負債純資産合計 36,076,166 36,257,783 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高    

運輸作業収入 2,184,975 2,193,469 

港湾営業収入 48,039 43,689 

不動産売上高 74,770 72,043 

機械営業収入 332,504 288,776 

ホテル営業収入 728,268 721,805 

商品売上高 387,544 377,349 

その他の事業収入 291,885 279,930 

売上高合計 4,047,987 3,977,064 

売上原価    

運輸作業費 2,027,400 2,078,757 

港湾営業費 35,128 36,144 

不動産売上原価 28,889 25,654 

機械営業費 314,605 264,880 

ホテル営業費 581,522 583,700 

商品売上原価 378,065 365,992 

その他の事業費用 191,518 181,914 

売上原価合計 3,557,129 3,537,044 

売上総利益 490,857 440,020 

販売費及び一般管理費 340,643 328,305 

営業利益 150,214 111,715 

営業外収益    

受取利息 2 4 

受取配当金 33,958 33,390 

貸倒引当金戻入額 2,696 372 

雑収入 12,690 5,056 

営業外収益合計 49,347 38,824 

営業外費用    

支払利息 26,003 22,908 

雑支出 5,584 2,736 

営業外費用合計 31,588 25,644 

経常利益 167,974 124,895 

特別利益    

固定資産売却益 947 1,191 

特別利益合計 947 1,191 

特別損失    

固定資産処分損 3,182 23,178 

投資有価証券評価損 3,634 - 

特別損失合計 6,817 23,178 

税金等調整前四半期純利益 162,103 102,908 

法人税、住民税及び事業税 56,962 48,371 

法人税等調整額 △28,162 △33,760 

法人税等合計 28,800 14,611 

四半期純利益 133,302 88,296 

親会社株主に帰属する四半期純利益 133,302 88,296 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 133,302 88,296 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △135,241 105,696 

退職給付に係る調整額 2,741 2,178 

その他の包括利益合計 △132,500 107,875 

四半期包括利益 802 196,172 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 802 196,172 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  運輸部門 

不動産部
門 

機械販売
部門 

ホテル事業
部門 

商品販売
部門 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
2,437,673 74,770 332,504 728,268 387,544 3,960,760 87,226 4,047,987 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

2,163 6,166 9,009 2,594 6,496 26,430 228 26,658 

計 2,439,837 80,936 341,513 730,862 394,040 3,987,190 87,455 4,074,646 

セグメント利益

又は損失(△） 
31,319 47,077 △4,633 63,497 6,804 144,064 5,772 149,837 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＯＡ機器の販売、保険代理店業務、産

業廃棄物の処理業務等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 144,064

「その他」の区分の利益 5,772

セグメント間取引消去 252

その他の調整額 124

四半期連結損益計算書の営業利益 150,214

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  運輸部門 

不動産部
門 

機械販売
部門 

ホテル事業
部門 

商品販売
部門 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
2,440,591 72,043 288,776 721,805 377,349 3,900,566 76,498 3,977,064 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

1,821 6,166 28,719 2,201 7,538 46,446 726 47,173 

計 2,442,413 78,209 317,495 724,006 384,888 3,947,013 77,224 4,024,237 

セグメント利益

又は損失(△） 
△2,847 48,567 1,766 53,236 6,964 107,686 2,630 110,317 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＯＡ機器の販売、保険代理店業務、産

業廃棄物の処理業務等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 107,686

「その他」の区分の利益 2,630

セグメント間取引消去 1,307

その他の調整額 89

四半期連結損益計算書の営業利益 111,715

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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